




 

今後の研究について 

 これまでの研究成果をもとに,今後の研究課題を示すと次のようになる。 

 (1)母性行動の形成と障害に関する雌ザルの生育歴の概要がほぼ明らかになったので,さ

らに生育歴の中での時期と内容を詳しくつきとめる。 

 (2)母子分離は子にさまざまな障害を生むことが明らかになったが,人間を含む霊長類の

生活にとって,本来母子分離は不可避であり,母子分離が子の幼少のときに起こる事態が数

多く生ずる。このため,子の行動発達の障害にならない母子分離のあり方をサルによって実

験的に探ぐる必要がある。 

 (3)子の行動は,母の母性行動をひき出すうえに重要な役割を果たしている。このため,

母性行動の障害を治療するのに子の行動特性を詳しく研究しなければならない。 


